
「
会
社
が
東
芝
扇
会
（
秘
密
組
織
）
を
つ
く
り
組
合

役
員
選
挙
に
介
入
し
、
自
主
的
に
組
合
活
動
し
て

い
る
人
の
賃
金
や
資
格
の
差
別
を
続
け
て
い
る
」

「
選
挙
で
日
本
共
産
党
を
応
援
し
た
ら
差
別
さ
れ

た
。
憲
法
違
反
の
思
想
信
条
に
よ
る
差
別
だ
」

「
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
正
社
員
じ
ゃ
な
い

か
ら
、
女
性
だ
か
ら
、
パ
ー
ト
や
派
遣
だ
か
ら
と

差
別
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
」

こ
の
よ
う
な
差
別
を
許
せ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
東
芝
は
組
合
活
動
に
よ
る
差
別
を
や
め
よ
」

と
要
求
し
て
労
働
委
員
会
に
訴
え
、
県
労
委
と
中

労
委
で
全
面
勝
利
命
令
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

神
奈
川
労
連
、
東
京
地
評
、
埼
労
連
、
愛
労
連
、

三
重
労
連
や
電
機
懇
、
学
者
文
化
人
の
代
表
が
参

加
し
て
い
る
東
芝
争
議
支
援

共
闘
会
議
は
、
九
月
二
十
～

二
十
二
日
に
、
全
国
に
あ
る

東
芝
の
工
場
・
支
社
・
支
店

に
対
す
る
宣
伝
・
要
請
行
動

を
お
こ
な
い
ま
す
。

「
東
芝
は
中
央
労
働
委
員

会
命
令
に
し
た
が
い
、
差
別

争
議
を
解
決
せ
よ
」
の
声
で

東
芝
を
包
囲
し
ま
す
。

①

９
５
年

第
一
次
地
労
委
申
立
て

十
名

②

９
６
年

差
別
是
正
社
長
申
入
れ

四
十
五
名

③

０
３
年

第
二
次
県
労
委
申
立
て

九
名

④

０
３
年

差
別
是
正
社
長
申
入
れ

三
十
名

⑤

０
５
年

早
期
解
決
と
差
別
の
償
い
を
求
め
る
運
動

申
立
人
と
職
場
の
仲
間
が
力
を
合
わ
せ
て
と
り

く
ん
で
き
た
東
芝
争
議
の
全
面
一
括
解
決
を
求
め

る
運
動
は
、
東
芝
関
係
会
社
や
解
決
を
見
ず
に
退

職
に
い
た
っ
た
仲
間
の
中
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
、
労
組
、
民
主
団
体
の
皆
さ
ん
、

東
芝
と
東
芝
関
係
会
社
で
働
く
皆
さ
ん
、

私
た
ち
は
、
東
芝
に
企
業
の
社
会
的
責
任
を
は

た
さ
せ
て
、
東
芝
と
東
芝
関
係
会
社
の
職
場
か
ら

差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
全
国
の
仲
間
と
地
域
の

皆
さ
ん
の
運
動
と
連
帯
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

差別をなくし 働きがいのある職場を

東芝争議支援共闘会議・東芝の職場を明るくする会
事務所：〒210-0006 川崎市川崎区砂子2-11-20 大幸ビル402 川崎労連内 TEL 044-211-5164 2005年 ９月

労
働
委
員
会
の
命
令
を
守
り
、
社
会
的
責
任
を
は
た
せ

東
芝
は

す
み
や
か
に
解
決
を

全
労
連
を
は
じ
め

全
国
の
支
援
で
勝
利
を
め
ざ
す

全
面
一
括
解
決
に
む
け

ご
支
援
を

人権を守り差別のない明るい職場をつくる東芝の会

〒212-0024 川崎市幸区塚越2-225 安伸ﾋﾞﾙ

Tel & F a x ： 0 4 4 - 5 3 3 - 1 4 0 8

全
国
労
働
組
合
総
連
合
（
全
労
連
）

議
長

熊
谷
金
道

東
芝
グ
ル
ー
プ
行
動
基
準
に

は
「
差
別
的
取
扱
い
な
ど
、
基

本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
企
業
と
し

て
適
切
な
措
置
を
と
り
ま
す
」

と
あ
り
ま
す
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
逆
で
す
。

東
芝
の
仲
間
達
の
た
た
か
い
は
、
申
立
て
を
し
た
人

の
差
別
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
の
身
勝
手
な
前
近
代
的

な
人
事
管
理
を
や
め
さ
せ
て
、
職
場
に
働
く
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
大
事
な
た
た
か
い
で
す
。

全
国
的
な
運
動
で
年
内
解
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

東
芝
賃
金
資
格
差
別
争
議

弁
護
団
長

岩
村
智
文

東
芝
の
差
別
問
題
と
か
か
わ
っ

て
約
二
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

先
行
す
る
十
名
の
事
件
は
中
労

委
で
勝
利
し
、
現
在
は
東
京
地
裁

に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
裁
判
長

は
「
事
実
認
定
で
は
争
い
が
な
い
」

と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。
続
く
九
名
の
県
労
委

で
は
、
部
課
長
の
ア
ラ
さ
が
し
に
徹
底
的
に
反
証
し
ま

し
た
。
差
別
の
実
態
を
明
確
に
し
て
結
審
し
ま
す
。

全
体
が
解
決
に
向
か
っ
て
大
き
く
動
く
状
況
に
あ
り

ま
す
。
大
き
な
運
動
で
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ//www.kki.ne.jp/akaruku-tsb

キーワード「東芝の職場」で検索して下さい。

広
が
る
団
結
・
差
別
を
な
く
す
運
動

年内に
全面一括解決を

７月２０日

第2次申立ての結審
首都圏総行動

９月２０～２２日

年内解決をめざす
第１次全国行動

１０月２８日

全労連争議支援総行動



二
〇
〇
四
年
十
一
月
、
中
央
労
働
委
員

会
は
神
奈
川
県
労
働
委
員
会
の
命
令
と
同

じ
よ
う
に
、
労
働
者
の
訴
え
を
認
め
会
社

に
た
い
し
て
差
別
是
正
を
命
じ
ま
し
た
。

東
芝
は
、
上
に
示
す
よ
う
な
数
多
く
の
証
拠
を
も
と
に
、

労
働
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
違
法
な
労
務
管
理
、
不
当

労
働
行
為
を
反
省
し
て
、
差
別
を
是
正
し
、
差
別
の
被
害
を

受
け
た
人
た
ち
に
償
い
を
す
べ
き
で
す
。

勤
労
部
秘
密
報
告
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る

差
別
の
実
態
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
課
長
教
育
や
自

己
啓
発
の
会
の
活
動
の
中
に
続
い
て
い
ま
す
。

東
芝
グ
ル
ー
プ
行
動
基
準
を
名
実
と
も
に

実
行
さ
せ
、
組
合
活
動
や
思
想
信
条
に
よ
る

差
別
、
男
女
差
別
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

派
遣
労
働
や
成
果
主
義
に
よ
る
差
別
、
出

向
や
転
籍
に
よ
る
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
を

な
く
す
た
め
に
力
を
合
わ
せ
、
職
場
に
働
く

ル
ー
ル
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

東芝賃金資格差別争議とは
① 会社は東芝扇会を育成して組
合に支配介入し、申立人らの
グループを「問題者」扱いし
て差別。

② 95年に10名が第1次地労委申立
て、96年に第1次差別是正社長
申入れ運動

③ 01年に地労委で全面勝利命令

④ 03年に9名が第2次地労委申立
て、30名が第2次差別是正社長
申入れ運動

⑤ 04年に中労委で全面勝利命令

⑥ 05年6月に、東芝争議支援共闘
会議を結成。

⑦ 05年9月に、第1次全国行動を
展開し全面一括解決をめざす。

新日鉄争議
和解協議が進展

新日鉄広畑の人権侵害・賃金
差別是正裁判の和解
協議が、大阪高裁で
行われています。
一日も早い解決を
めざし、私たちも連
帯してたたかいます。

スズキ自動車に
賠償命令

静岡地裁浜松支部は、スズキ

で働く日本共産党員の訴えを認

め、差別の賠償として６名に計

３５２２万円の支払いを命じる

判決をだしました。

東芝の不当労働行為は労働委員会でハッキリしました

違
法
な
労
務
管
理
を
あ
ら
た
め

賃
金
・
資
格
の
差
別
を
是
正
し
償
え

労働委員会命令の主な内容

① 東芝は、申立人らの賃金、資

格、職群・等級、役職を同期同学

歴者の中位に是正すること。

② 東芝は、特定の思想をもつ従

業員の組合活動を労務管理上格別

に注視し、東芝扇会を活用して、

これらの従業員を「問題者」とし

て排除し嫌悪してきた。会社は、

申立人らの組合活動を封じ込め、

弱体化させるために賃金や資格な

どを差別したのであり不当労働行

為である。

東芝本社勤労部秘密報告書

東芝本社・勤労部労働担当が

作成した「左派一般情勢と当社

の現状(年間総括）」という全社・

工場別の秘密報告書（230ﾍﾟｰｼﾞ）

① 申立人らを「問題者」扱い

② 問題者名簿作成（530名記載）

人権侵害のブラックリスト

個人情報を詳細に調査

③ 問題者を排除するための秘

密活動（職場、労組からの排除）

④ 東芝扇会を育成し活用

東芝扇会、機関誌「おおぎ」

① 会社が業務

命令で職場管

理者教室へ派

遣し、その修

了者を扇会員

に組織してき

ました。

② 教育研修の内容は洗脳教育
「講義が終了近くになるにつれ全身

寒気が走るほど左翼の恐ろしさが

わかった」(機関誌掲載の感想文）

③ 組合役員選挙対策（会社の指示で）

会社は「変わった」というが

自己啓発の会は扇会と同じ

自己啓発の会の会則や2004年

度までの秘密活動の内容は東芝

扇会と同じです。

現在も、勤労担当の指導で活

動しています。

① 全国リーダ研修会を開催

（東芝人材材開発センター H16-6-11,12)

② 勤務時間内に役員会、総会

には総務部長、勤労課長とと

もに労組支部委員長、書記長

も出席し、三者が一体です。

③ 事務方は勤労担当管理職

組
合
活
動
・
思
想
信
条
の
自
由
と

差
別
を
許
さ
ぬ
働
く
ル
ー
ル
を
確
立
し
よ
う


